
粕谷和夫の観察日記。長池公園（八王子）で野鳥の定期カウントをしているとガマズミの赤い実が目立ちました。その実
の中に赤ではなく「緑色の実」が混ざっていました。不思議に思いネットで調べてみると「ガアズミミケフシタマバエ」
という虫の「虫こぶ」と分かりました。タマバエの幼虫が実に寄生してこのような形を作らせてしまったようです。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を
持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

東京大空襲を経験して 伝えたいこと      

高城恵美子さん 

 シニアクラブは、紅葉台にある
高齢者（６０歳以上）のサークルで
す。その中で一番の高齢者が、高城
恵美子さん９６歳です。高城さん
は、コロナの前まで書道を習いに
都心まで電車に乗って出かけるほ
ど、足腰も元気です。話をしていて

も言葉もはっきりして記憶もしっかりしています。趣味
は墨絵や手作で袋をつくるのが得意です。展覧会をした
り、紅葉台の秋祭り「紅葉祭」に作品を出展したりして
いました。先日、敬老会で「やっと
戦争の話をしようと思っている」と
いうので、貴重な体験を記録したい
と思い、近くの「 トゥーマイ」」と
いうレストランで仲良しの鶴田さん
と共にランチをしながら話を聞きま
した。 生まれは東京の下町深川、常磐町。１８歳の時
に１９４５年３月１０日の東京大空襲を経験し生き延び
ることが出来たそうです。当時は、女子挺身隊として向
島飛行場でパラシュートを作っていました。高城さんは、
その中でもグループの監督としてミシン掛けをする人た

ちを監督するのが仕事だった
そうです。家族は、軍隊から
帰った父親と二人が残されま
した。兄は戦争に行き、母親と
妹たち３人は新潟の方に疎開
をしていました。それまでも毎
夜空襲警報が鳴り夜はほとん

ど眠れませんでした。この日は、空襲警報がいつもより
けたたましくいつもとは違いました。いつもは防空壕に
隠れますが、父親が「このままだと大変だ。外に出よう」
と言いました。暗い空から焼夷弾が沢山落ちてきました。
花火のようでした。いつもは町内の人たちは燃える家を
消火していましたが、それも間に合いません。今でもはっ
きり覚えているのは敵機が低く飛んできて乗っている人
の顔がよく見たそうです。当時は家が木造で瞬く間に家
が燃えました。軍隊にいた経験があった父が「大きな通
りの十字路の真ん中に行くのがいい」と言いました。そ
うしている間にも家がどんどん焼けます。父親が落ちて
きた焼夷弾で足を怪我しました。そこで、「病院が安全
かもしれない」ということで、近くの同愛病院に行きま
した。脚を骨折しリヤカーに乗り、途中軍人の人が助け
てくれました。病院はまだ人はまばらでした。応急処置
をし、足に板を当てました。病院の４階で燃え盛る街が

見えたそうです。父は、「戦争はだめだ！」と言ってい
ました。その父は、怪我がもとで翌朝亡くなりました。
これからどうなるのだろうとすごく不安になったそうで
す。病院は防火扉を閉めたので燃えずに残り、高城さん
は助かりました。しかし、外に出ると周りにはたくさん
の人の真っ黒になった遺体があったそうです。本当にほ
んの少しの機転の差で命拾いしたと感じたそうです。父
親は、病院が遺体をまとめて空き地に行き荼毘に付しま
した。 

高城さんは一人になり、富山にある親戚の家に行くの
ですが、当時の電車は、ものすごい人でごった返し、座
席は勿論通路にも人が溢れ、人の上に人が座るなど大変
な状況の中帰りました。その後、東京に出てきて結婚し
仕事をします。当時としては珍しく女性が企業で働くの
も珍しかったそうです。今の紅葉台に家を建て住みます。
今思うと「どんな生活でも不満はない」
と言います。東京大空襲を経験し戦後
の混乱期を生き延びてきた高城さん
は、今でも元気で話も記憶がしっかり
していて、お孫さんたちと楽しく暮ら
しています。レストランまでも歩いて
いきました。そんな高城さんと時々お
しゃべりしましょうと約束しました。
「おしゃべりは百薬の長」ですから！ 

 

粕谷和夫の観察日記 
つい最近までは当たり前にい

たスズメが、最近全国規模で減
少していて、この減少傾向が続
けば絶滅危惧種になってしまう
と危惧されています。この写真
は高月水田で刈り取り寸前の稲

穂を食害しているスズメの群れで約３００羽いました。
中ほどの右を向いているスズメはくちばしに米粒を咥え
ています。 

是枝文庫 毎週木曜日 午後２時～３時３０分 

鳥潟邸（７街区―２）の一室で米
山さんと西川さん、人見さんが中心
になって開いています。故是枝さん
の蔵書を皆さんに貸し出していま
す。（一人２冊・CD は１つ一か月
貸し出します） 

ここでは憩い
の場として交流する場にもなっていま
す。どなたでもお気軽にいらしてくだ
さい。（認知症・介護・生き方など） 
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